
                                   

  

 

                                                    
 

  
  

生活環境が変わるとストレスを感じてしまうのは、大人も子ども同じですね 

新学期が始まって3 週間が過ぎました。入学後の数日間はくつ箱や自分の教室の場所に確信がもて

ず不安な様子で登校していた新1 年生を見かけましたが、少しずつ学校生活に慣れてきたようで、1

年生のフロアからは、毎朝、元気な声が聞こえてくるようになりました。 

さて、春は生活環境が大きく変わる節目の時期です。私たち大人も、転勤や人事異動に伴う環境の

変化などに、少なからずストレスを感じることがあります。大人に比べて人生経験の浅い小学生の子

どもたちにとっては、環境の変化は如何程でしょうか。 

「小1 プロブレム」という言葉があります。保育所や幼稚園を終え小学校に入学してきた子どもた

ちが、学校生活や雰囲気に馴染めず、落ち着かない状態がしばらく続く様子を表現した言葉です。 

「小１プロブレム」が生まれる理由として、自分をコントロールする力が身についていないこと、

しつけが十分でないことなど複数あげられていますが、根底にあるのは、子どもたちがこれまでと全

く違う環境に馴染めないことだと思われます。例えば、「黙って長時間座って授業を受ける」「規律あ

る集団行動をとる」ことなどは、多くの新1 年生にとって初めて求められる姿です。そこで、各小学

校では、保育所等に入園する際の慣らし保育と同様、新1 年生の給食開始時期を遅らせ、しばらくの

間午前中の授業のみで下校をすることとしております。 

新1 年生だけでなく、すべての子どもたちにとって、新年度はクラスや担任が変わるなど、環境が

大きく変わる時期で、誰もが不安を抱えています。帰宅後は、学校での出来事について耳を傾け、共

感してあげてください。また、何かトラブルがあるようでしたら、どうしたら解決できるか一緒に考

えてあげてください。もちろん、必要な場合は、担任まで連絡してください。 

 

「学校教育」四方山話「4 月に入学式を実施する理由」とは 

入学の時期といえば日本では４月です。満開の桜のもと、新入生を迎えるのは春の風物詩となって

います。しかし、海外では4 月に入学をする国はほとんどなく、一般的に多いのが８、9 月です。ア

メリカ、カナダ、イギリス、フランスといった西欧諸国はよく知られていますが、中国、台湾、カン

ボジアといった近隣のアジアの国々、トルコ、イスラエル、アフガニスタンといった中東諸国、エジ

プト、ナイジェリア、モロッコといったアフリカ大陸の国々も8、9 月が入学シーズンです。 

一方、シンガポール、オーストラリア、ニュージーランド、ケニア、ジンバブエ、南アフリカとい

った1、2 月が入学シーズンの国も多くあります。 

入学時期は各国ともにばらつきがあるように見えますが、全般的に「夏休みの後に新学年が始まる」

となっているようです。北半球と南半球では季節が逆になりますから、日本の冬である１、２月頃が

南半球では夏にあたり、入学の時期となっているのでしょう。ちなみに、日本のように厳粛な入学式

をする国はあまりなく、簡単な手続きだけという場合が多いようです。 

それでは、なぜ、日本では4 月の入学が定着したのでしょうか。 

寺子屋、私塾、藩校等、いわゆる学校の前身となる学びの場に子どもたちが通うようになったのは、

江戸時代に入ってからだといわれています。当時、各家庭では子どもたちは大切な働き手だったため、

入学時期は状況に応じてばらばらだったようです。 

明治時代に入ると西洋の教育が導入され、それに伴って西洋と同じ 9 月入学が主流となりました。

しかし、明治 19 年（1886 年）に国の会計年度が「4 月から 3 月」になると、文部省（現在の文

部科学省）の指示で、高等師範学校は 4 月入学となりました。会計年度が「4 月から 3 月」になっ

た主な理由は、当時は農家が多く、政府の税金の収入源は米だったため、秋に収穫した米を現金に換

え予算編成をしていくには、1 月始まりでは間に合わなかったからだそうです。こうして、学校運営

に必要なお金を政府から調達するためには、国の会計年度の始まりである4 月に合わせないと不便で

あるため、高等師範学校は 4 月入学となり、しだいに、全国の師範学校や小学校でも 4 月入学が広

がり、現在に至っているようです。                   （校長 山下 昌裕） 
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
                                                                                                                                       

【翌月の主な予定】 

・6月3日(金) 校外学習（6年）    ・6月9日(木) 校外学習（1年） 

・6月20日(月) 参観・懇談（1,2,3年） 

・6月23日(木) 参観・懇談（4,5,6年）、自然学校説明会（5年） 
 

※上記はあくまで予定です。状況に応じて予定を変更する場合があります。なお、校外学習や懇談会が

延期または中止となった場合は、通常の時間割とします。 
 

日 曜 行    事 日 曜 行    事 

１ 日  17 火 ALT（5,6 年） 

２ 月  18 水 ALT（4 年） 

３ 火 憲法記念日 19 木 歯科検診（全学年） 

４ 水 みどりの日 20 金 尿検査（再） 

５ 木 こどもの日 21 土  

６ 金 校外学習（4 年） 22 日  

７ 土  23 月  

８ 日  24 火 
耳鼻科検診（1 年 1,2 組,3 年）, 
ALT（5,6 年） 

９ 月  25 水 
耳鼻科検診（1 年 3,4 組,5 年）, 
ALT（3 年） 

10 火 校外学習（3 年） 26 木  

11 水  27 金 運動会準備（全学年 5 校時終了後下校）  

12 木 内科検診（1,2,4 年） 28 土 運動会 

13 金 校外学習（2,5 年） 29 日 運動会（予備日） 

14 土  30 月 代休 

15 日  31 火 弁当日（給食なし） 

16 月     
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